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３ はじめの言葉 

 
 
４ 情報社会を整理する 

解りそうで解らないもの             田原文夫 

情報社会とは、コンピューティングリソースが普及し、システムリソースで満たされた

社会という意味ではない。コンピュータシステムはあくまでも道具であり、情報処理をす

るのは人間である。言い尽くされたことでありながら、何故だか、いまだに情報処理をす

るということに多くの戸惑いがあるようだ。知識的には修得が進み、言葉や理論としては

普及しているようだが、ビヘイビア（行動）としての情報処理ができていない。周辺の情

報処理を整理してみた。 
 

 

１１ 情報社会を考える その５２ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

日本の脅威の根源 
情報流出と言えば、即、個人情報だという空気にある。確かに、個人情報の漏えい／流

出は決して歓迎すべきことではない。しかしこれが、情報社会における情報流出問題のほ

とんどすべてに近いような論じられ方、風潮はむしろ問題である。国家機密の特別秘密保

護法が成立し、にわかに「国家機密情報とは」という別の観点から多くの注目が集まって

いる。確かに、国家機密という特別秘密に定義され、同法に抵触該当するものとは何かは、

非常に難しい問題がある。十数年前の本格的なインターネット時代を迎えようとしていた

時、各企業単位での情報セキュリティ問題がクローズアップされた。企業の経営トップが

最高責任者となり、各企業単位でセキュリティポリシー（安全基本方針）を宣言し、それ

に基づき企業等組織全体として情報セキュリティ対策体制を構築してきた。その対象とな

った情報には、顧客および社員はじめ組織員の個人情報のほか、企業が保有する各種技術

情報のほか、技術的ノウハウに関する情報、顧客との契約関連情報、取引先企業からの預

かり情報など、企業が社会的に存続していくためのすべての情報が漏えい防止／流出防止

の対象だとして列挙された（はずだ）。 

 

 

１３ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 47        水田 浩 

オープンガバメント OG 13  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ
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のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。

第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
 

 

２０ 新春放談 知っているつもりで 

知らない隣国事情           黒坂欣司 

世界の一員として、我が国日本も隣国周辺および関係諸国との関係を健全に保つことの

重要性を否定する人はいない。集団的自衛権の論議も、狙いとするところは、一方的に好

戦的な姿勢を示そうとしている訳ではない。関係諸国との関係を維持するための政治形態

の一部としての論議である。すでに戦争体験を持たない国民がほとんどとなった周辺隣国

同士の付き合い方は、これからが正念場である。 
 

 

２６ 連載 アーキテクチャ論 （45） 

GSN によるアーキテクチャ評価           山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

本稿では、連載第42回[1]で紹介したSubramanianらのNFR手法によるアーキテクチャ評

価手法[2]に基づいて、GSN(Goal Structuring Notation)を用いてアーキテクチャを評価す

る手法を紹介しよう。本稿では、まずGSNによるアーキテクチャ評価手法を説明する。次

いで、提案した手法をLAN機器監視システムに適用した結果について説明する。 
 
 

３６ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第６２回 空の産業革命を引き起こす 

無人機ドローンとは          根本忠明 

ドローン(Drone)と呼ばれる無人機が注目を集めている。遠隔操作による無人機のこと

である。「空の産業革命」を引き起こすと言われるほどの期待を集めている。ハイテク機

能を搭載した革新的な無人機であり、様々な産業分野で実用化が試みられている。今回は、

このドローンの話題の一端について紹介する。 
 

 
３８ 続インテリジェンスへのいざない 60 

誘導されないためのインテリジェンス醸成           今井 武 

マスメディアを使って人心を誘導しようという試みは今に始まったものではない。ある

方向に他人を誘導したいというのは、人間の性と言うべきかも知れない。それは人間だけ

の性かもしれない。もし、人間以外にも人間らしい動物がいたらどうか。人間として大い

に気になる。 
 
 

４１ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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